
プログラム 

（2021 年 1 月 6 日） 

 

特別講演1 Eric Arnaud France  

  Craniofacial surgery（仮題） 

特別講演2 長谷川有史 福島県立医科大学放射線災害医学講座  

福島の復興と人材育成：何ができて何ができなかったのか 

特別講演3 寺島 慶太 国立成育医療研究センター小児がんセンター脳神経腫瘍科  

 

 

シンポジウム1 虐待による頭部外傷の治療と対策  

指定演者 荒木  尚 埼玉医科大学総合医療センター  

虐待による乳幼児頭部外傷の診断における諸問題（仮題） 

指定演者 朴  永銖 奈良県立医科大学脳神経外科  

虐待による頭部外傷は何故重症化するのか？ 

指定演者 黒田 直人 福島県立医科大学法医学講座  

法医学からみた乳幼児頭部外傷 

 

シンポジウム2 Craniosynostosis に対するチームアプローチ：連携と分担の実際 

企画・座長 小山 明彦 福島県立医科大学形成外科 

指定演者 坂本 好昭 慶應義塾大学形成外科  

当院で Craniosynostosis に対するチームが誕生するまで 

指定演者 今井 啓介 大阪市立総合医療センター形成外科 

Craniosynostosis に対するチーム医療：複数科での連携と分担 

指定演者 須永  中 自治医科大学とちぎ医療センター小児形成外科  

Craniosynostosis に対するチームアプローチ 

 

シンポジウム3 小児脳腫瘍に対する集学的アプローチ  

企画・座長 菊田  敦 福島県立医科大学小児腫瘍内科  



指定演者 柳澤 隆昭 東京慈恵会医科大学脳神経外科  

Evolution or Revolution?: 小児脳腫瘍に対する化学療法  

指定演者 佐野 秀樹 福島県立医科大学小児腫瘍内科  

Tumor Board を活用した多職種による小児脳腫瘍に対する集学的治療方針の決定 

 

シンポジウム4 遺伝子診断に基づく小児疾患の治療戦略  

基調講演 市村 幸一 国立がん研究センター  

小児脳腫瘍の分子診断 

 

シンポジウム5 小児てんかんをどう治療していますか？  

企画・座長 鈴木 雄一 福島県立医科大学小児科  

指定演者 植松  貢 東北大学小児科  

てんかん診療における小児神経外科医との連携 

指定演者 齋藤貴志 国立精神・神経医療研究センター小児神経科 

てんかんの手術適応決定プロセスで小児科医師の果たすべき役割 

指定演者 高橋幸利 静岡てんかん神経医療センター  

てんかん外科で発作抑制できなかった時、小児神経科医はどうする？ 

  

シンポジウム6 二分脊椎患児の排尿管理  

企画・座長 小島 祥敬 福島県立医科大学泌尿器科 

指定演者 三井 貴彦 山梨大学泌尿器科  

二分脊椎患児における尿路管理のポイント 

指定演者 橘田 岳也 北海道大学泌尿器科  

二分脊椎患児の排尿管理-上部尿路機能保護と QOL- 

指定演者 赤井畑秀則 福島県立医科大学泌尿器科  

 

シンポジウム7 脊髄病変と鎖肛合併例の治療戦略  

企画・座長 田中 秀明 福島県立医科大学小児外科  

  師田 信人 北里大学脳神経外科 



基調講演 宮坂実木子 国立成育医療研究センター放射線科  

鎖肛に合併する脊髄病変の画像検査 

指定演者 高橋 正貴 国立成育医療研究センター臓器・運動器病態外科部外科 

脊髄病変と鎖肛合併例の手術適応と機能的予後 

指定演者 内田 恵一 三重大学医学部附属病院小児外科  

鎖肛に合併した脊髄係留の評価と解除手術の有効性 

 

シンポジウム8 小児神経外科における視鏡下手術  

 

医療安全委員会セミナー 検査に関する医療安全対策（仮）  

演者  三木  保 東京医科大学医療の質・安全学分野  

医療現場に安全文化を！（仮題） 

是松 聖悟 中津市立中津市民病院  

小児の鎮静検査における医療安全 


